
 令和 5 年 7 月 15 日 富山県身障者だより （ 1 ）

第 1 5 0 号

発　行　所
　一般社団法人
　富山県身体障害者福祉協会
　富山市安住町5－21
　　サンシップとやま3F
電　話 （076）432－6331
発　行　令和5年7月15日

富山県富山県
　身障者だより　身障者だより

 （一社）富山県身体障害者福祉協会　会長　布　尾　英　二

　令和5年度の本会の総会は、５月20日に行われ、図らずも私が会長に推さ
れ、継続して３期目を務める事になりました。私にとっては、身に余る重
責ではありますが、役員や会員の皆様のご協力をいただき、精一杯務めさ
せていただきますので、宜しくお願い申し上げます。
　さて、コロナウィルス感染症は２類から５類に変更になり、一応、落ち
つきを見せているものの一部には増加も見られ、予断を許さない状況であ

ります。そこで、今年度の事業は、コロナ対策をしながらコロナ前の状況に戻して、事業を進め
て参りたいと考えております。
　先日、６月16日に行われた日本身体障害者福祉大会わかやま大会では、コロナ対策として、ユー
チューブによる録画配信で、講演、式典、議事があり、その中で本会からは、西野満男事務局長が
会長表彰を受けられました。日身連の理事会・評議員会もオンライン開催になっております。
　ここで皆様に、朗報をお伝えします。その一つは、各市町村で実施されています65歳以上の
重・中度障害者の方の医療費の支給方法が、県内市町村間で現物支給に向けて現在調整中です。
　また、もう一つは、日身連の情報ですが、有料道路の障害者割引制度が見直しされ、事前登録
された自動車のみでなく、自動車を持たない第1種の障害者の方が家族や友人等の自動車に同乗し
て高速道路を利用する場合、事前に市町村役場等で申請し、障害者手帳に証明シールを貼った手
帳を料金所で提示することで適用されることになりました。
　一方、昨年９月に国連の障害者権利委員会から、日本政府へ統括所見が示され、多くの課題が
勧告されました。これを受けて、県内障害者6団体の富山障害フォーラム（TDF）では、９月16日
に基調講演とシンポジュームを計画しており、地域共生社会の実現を目指す運動につなげたいと
願っております。
　少子高齢化が一段と進む中で一層厳しさを増す経済状況や人口減少社会で生き、誰もがいきい
きと輝く共生社会を築く為に、共に知恵を出し合い協力し合っていきたいと思います。
　終わりに各市町村協会のご発展と会員各位のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

新たな気持ちで前進を

　令和５年３月１１日、サンシップにおいて、令和５年度事業計
画及び事業予算について予算総会を開催し提出議案すべて
承認されました。
　また、令和５年５月２０日、サンシップにおいて、令和４年度
事業報告及び事業決算並びに役員改選について、総会を開
催し提出議案すべて承認されました。

令和５年度予算総会及び令和４年度決算総会開催される
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令和5年7月以降の主な事業
令和5年7月～令和6年3月まで記載

月 日・（曜日） 事　業　名 場　　所 備　　考

7

6（木） 青年部絵付教室 とやま土人形工房 午前：県東部　　午後：県西部

12（水）～13(木) 障害者相談員活動強化研修会 雨晴温泉磯はなび 三障害（身体知的精神）関係者

20（木） 障害者陶芸教室（県東部） 射水市匠の里

27（木） 障害者陶芸教室（県西部） 射水市匠の里
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3（木） 障害者ほんわかアート教室（県東部） サンシップとやま

10（木） 障害者ほんわかアート教室（県西部） 福岡Ｕホール

30（水）～31（木）山岳歩行訓練会 福井県勝山方面他 福井恐竜博物館他
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14（木） 福祉協会　定例理事会 サンシップとやま 県要望事項集約他

16（土） 結婚相談事業「出会いと語らいの集い」山藤ぶどう園 日帰り交流会

16（土）～18（月) 地域障害者作品展 氷見市　プラファショッ
ピングセンター 高岡圏域：氷見市身障協会

21（木） 第1回カローリング競技会 県総合体育センター

22（金）～24（日) 地域障害者作品展・写真展 滑川市民交流プラザ 新川圏域：滑川市身障協会

24（日） 富山県障害者スポーツ大会
（フライングディスク) 富山県総合運動公園 富山県障害者スポーツ協会
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7（土）～9（月）第29回富山県障害者絵画展 アピアショッピングセンター

7（土） 第50回ボウリング大会 富山ゴールデンボウル 上肢・下肢・体幹・その他（オープン参加）

13（金） 障害者女性健康指導教室　① レストラン　ラ・シャンス テーブルマナー教室

未定 障害者女性健康指導教室　② 料理教室

27（金）～29（日) 地域障害者作品展 苗加苑 砺波圏域：砺波市身障協会

28（土）～30（月）第23回全国障害者スポーツ大会 鹿児島県 富山県障害者スポーツ協会
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8（水）～9（木）日身連中部ブロック相談員研修会 岐阜県 大垣フォーラムホテル

12（日） 富山県障害者スポーツ大会 県総合体育センター 卓球の部

14（火）～16（木）リハビリ教室　② 氷見市「ひみのはな」 全市町村対象

17（金）～19（日) 地域障害者作品展 大沢野ウィンディ 富山圏域：大沢野身障協会

21（火） 相談員連絡協議会県東部相談員研修会 サンシップとやま

28（火） 相談員連絡協議会県西部相談員研修会 福岡Ｕホール

未定 対県要望書提出 富山県厚生部
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1（金） 「障害者週間3日～9日」キャンペーン ＪＲ富山駅前 ５団体・障害福祉課・健康課

3（日） 第36回富山県身体障害者福祉大会 サンシップとやま

14（木） 福祉協会：定例理事会 サンシップとやま

27（水） 障害者女性健康指導教室　③ サンシップとやま フラワーアレンジメント教室

未定 障害者結婚相談員会議 富山県民会館

1

2

3
未定 身体障害者相談員連絡協議会研修会 未定

未定 福祉協会：理事会・予算総会 サンシップとやま 令和６年度事業及び予算について

※事業について、諸般の事情により変更等が生じる可能性がありますので了承ください。
　決定次第募集案内をいたしますので確認ください。皆さんの参加をお待ちしています。
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令和5年度一般会計収支予算書
自：令和　5年4月01日
至：令和　6年3月31日

単位：円
【収入】

科　　　目 R5予算額 R4決算額 備　　　考

会費 分担金 1,989,000 1,989,000
事業参加費 2,870,000 1,749,000

県補助金 協会運営費 270,000 270,000 事務所運営（管理費）補助金
相談員活動推進費 2,187,000 2,186,400 障害者相談員活動推進事業補助金

共同募金 県共同募金配分金 500,000 415,035 フライングディスク大会開催事業補助金

委託事業費
生活訓練事業費 1,502,000 1,130,358 障害者女性健康指導教室、研修会開催、リハビリ教室など

レクリェーション事業費 1,022,000 742,483 山岳歩行訓練、カローリング、ボウリング大会他

収益事業
日身連収益事業費 400,000 395,669 カタログ販売、島原そうめん、ジパング倶楽部

病院自販機事業 1,000,000 400,000 富山県リハビリ病院自販機（特別会計繰入金）
寄付金 一般寄付 165,000 275,000 身障者だより広告料、事業協賛金など

諸収入

預金利息 0 124 千円未満切捨てにより0円で計上
推進センター分担金 540,000 540,000 入居費・共益費分担金に相当
推進センター分需用費 560,000 482,269 印刷機・コピー使用料に相当
雑収入 60,000 64,630 相談員連絡協議会事務費など

当期収入合計（A） 13,065,000 10,639,968
前期繰越収支差額 922,000 -1,232,630
収入合計（B） 13,987,000 9,407,338

【支出】
科　　　目 R5予算額 R4決算額 備　　　考

管理費
給料手当 1,878,000 1,314,980 事務局職員分
福利厚生費 470,000 324,971 同上
退職金支出 120,000 120,000

旅費交通費 旅費交通費 120,000 132,480 通勤費、事業打合せ旅費など

負担金
共済分担金 930,000 929,665 福祉会館入居料・共益費など
日身連関連費 126,000 126,540 日身連会費及び関係費など
団体加入費 121,000 114,380 県社協会費、税理士費用など

会議費 会議費 60,000 72,422 会議室使用料など

需用費

通信運搬費 135,000 161,392 電話料・郵便代など
福祉図書費 80,000 79,273 日身連機関紙、新聞代など
消耗什器備品費 180,000 198,939 コピー機のリース代など
消耗品費 100,000 172,264 コピー代、文具代など
雑費 46,000 18,836 お茶代、役員改選費用など

自主事業
広報活動費 368,000 356,895 「富山県身障者だより」印刷、送付代

福祉大会 200,000 287,397 富山県身体障害者福祉大会開催費（高岡市）

補助金事業
相談員活動推進事業 2,187,000 2,186,400 障害者相談員活動推進事業
大会補助費 0 0 中部ブロック研修会負担分
体育振興費 550,000 415,035 フライングディスク大会開催費

委託事業
生活行動訓練費 1,502,000 1,130,358 障害者女性健康指導教室、研修会開催、リハビリ教室など

レクリェーシュン活動事業 1,022,000 742,483 山岳歩行訓練、カローリング、ボウリング大会など
事業雑費 事業雑費 2,870,000 1,749,000 開催事業雑費分
当期支出合計（C） 13,065,000 10,633,710
当期収支差額（A）－（C） 0 6,258
次期繰越収支差額（B）－（C） 922,000 -1,226,372
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第68回　日本身体障害者福祉大会（わかやま大会）開催第68回　日本身体障害者福祉大会（わかやま大会）開催

令和５・６年度役員名簿令和５・６年度役員名簿

　令和５年５月９日に令和５～６年度（任期２年間）
の協会役員について選考委員会が開催されました。
　その結果について、５月 20 日に開催された理事会
兼総会で報告があり、選考委員会からの提案について
賛成多数で新三役が可決承認されました。
　新役員については、事業の遂行に大変お世話をおか
けしますがよろしくお願いいたします。

　令和 5年 6 月 16 日（金）～ 22 日（木）、コロナウィルス感染拡大
予防のため、今回YouTube 録画配信で開催されました。

第 68回日本身体障害者福祉大会わかやま大会
大会宣言

　コロナ禍を超え、全国の仲間とともに、第 68回日本身体障害者福
祉大会を開催することができた。
　日本身体障害者団体連合会は、障害者権利条約を踏まえ、障害当事
者参画のもと、障害者施策の促進と障害特性に配慮した社会環境の整
備が図られるよう、加盟団体と強く連携し、全力で活動してきた。
　障害者が孤独、孤立に陥らないためにも障害及び障害者に対する国
民的理解を地域に根づかせるべく、私たちが主体となって取り組んで
いかなければならない。
　そして、障害のある私たち一人ひとりが発信者となり、社会生活に
おいて、困っていること、改善解消を必要とすることを伝え、相互理
解を深めていかなければならない。
　さらに、国連障害者権利委員会の総括
所見に対する国の今後の対応について注
視していくとともに、その実現にむけ障
害者関係団体と連携して取り組んでいく。
　日本身体障害者団体連合会に集結する
私たちは、障害によって分け隔てられる
ことなく、誰もが安心安全に暮らせる地
域共生社会の実現を目指して、一致団結
し、行動することを誓い、ここに宣言する。

新役員承認される新役員承認される

「第６８回日本身体障害者福祉大会」に
おいて富山県身体障害者福祉協会事
務局長の「西野満男」さんが日身連会
長表彰を 受賞されました。
おめでとうございます。

西野 満男氏 日身連会長表彰受賞

団体名 氏名 役職

理　
　

事

富山市身体障害者協会 西野　満男 常務理事
高岡市身体障害者協会 人選中
射水市身体障害者協会 久々江除作
氷見市身体障害者協会 布尾　英二 会　長
砺波市身体障害者協会 山下　鉄彦 副会長
小矢部市身体障害者協会 舘　　晴行
南砺市身体障害者協会 川邊　邦明
滑川市身体障害者協会 池田　修治 副会長
黒部市身体障害者協会 中村　早苗 副会長

団体名 氏名

理　
　

事

舟橋村身体障害者協会 萩原　　勉
上市町身体障害者協会 成瀬　義光
立山町身体障害者協会 古川　義昭
入善町身体障害者協会 杉田　弘志
朝日町身体障害者協会 加藤　好進

監　

事

黒部市身体障害者協会 伊東　高志
富山市身体障害者協会 原田　公久
氷見市身体障害者協会 大屋　昭一
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令和5年度コロナ感染防止に配慮して実施した事業令和5年度コロナ感染防止に配慮して実施した事業

　令和５年度第 35 回「福祉セミナー」は、４月 13 日～ 14
日にコロナ感染防止を行いながら「ゆ～とりあ越中」初日
は会員 33 名が参加し開催しました。
　初日の 13 日は、講師として富山いきいき脳トレクラブ
の清水講師より認知症予防のため「脳」を鍛えることが必
要とのことクイズ形式で研修しました。
　脳トレ後は、大沢野細入地域包括支援センターの貝沼講
師より軽体操の指導を受けました。

　令和５年度第１回リハビリ教室は、６月 21 日～ 23 日二
泊三日「ひみのはな（氷見市）」にて温泉療養を兼ね開催
しました。
　二日目の 22 日は、県の福祉バスを利用して午前中は羽
咋市のコスモアイル羽咋を見学し、ロケットや宇宙船など
の説明を受け , その後、シアターを視聴してきました。

　また、二日目の 14 日については、従来福祉施設などの
視察研修会を行なっていましたが、コロナ禍の中全ての福
祉施設において感染予防のため見学会ができなかったため、
今回 32 名が参加し「松川遊覧船体験乗船」として当初桜
並木の下での鑑賞を予定していましたが、今年は桜の開花
が早く、葉桜での遊覧となりました。

　午後からは、志賀町の花のミュージアムフローリィ見学と初
めてプリザーブドフラワーアレンジメント体験をしてきました。

※ブリザーブドフラワーとは？
　・ 生花から水分を抜き、グリセリンが含まれている特殊な液
体に浸して作ります。ドライフラワーと比べると作るのに
手間が掛かり、特殊な材料も必要です。

　・ ブリザーブドフラワーは、ドライフラワーと比べて生花に
近い手触りがあります。

　・ 見た目は生花に近く、初めてブリザーブドフラワーを見た
人の中には生花と間違える人もいるほどです。

　・ 色は鮮明で、生花では表現できないカラーを出すことも可
能です。

　・ 気温や直射日光には弱いですが、正しく保存をすれば数年
間美しさを保つことができます。

　・ お手入れは、ホコリ・水分・直射日光を避ければ特に必要
ありません。

脳トレ研修会

月面での第１歩

松川遊覧船体験乗船

フラワーアレンジメント体験

令和5年度　第35回福祉セミナー開催令和5年度　第35回福祉セミナー開催

令和5年度　第1回リハビリ教室開催令和5年度　第1回リハビリ教室開催
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　リハビリ教室初日の６月21日（水）ひみのはなにおい
て令和５年度の障害者交通安全教室を開催しました。
　講師は、富山県警察本部  交通企画課より御福調査官よ
り、最近の高齢者における交通事故で歩行中の事故が多
く夜間に発生しており、反射材を活用していなかったと
のことで、夜間の歩行については反射材を必ず付けるよ
うにしてほしいとのこと。反射材の効果は、付けていな
いと運転手が判断できるのが30ｍ～40ｍで、付けている
と約100ｍ先まで判断できるとのことで、是非夜間の外出
には反射材を貼り付けておいていただきたい。とのことでした。
　また、令和元年12月に完成した「交通安全教育車（きいつけんまいカー）」での横断歩道の渡
り方、標識のクイズ、信号の判断能力の測定などを行い、交通事故に遭わないよう一人一人気を
つけてほしいとのことでした。

夜は、必ず反射材付けんまいけ

「交通安全教育車」での実体験令和元年１２月に完成した「交通安全教育車」

令和5年度　障害者交通安全教室開催令和5年度　障害者交通安全教室開催

　６月 30 日、第 25 回フライングディスク競技
会が富山市の体育文化センターにおいて、４年
振りに団体戦及び個人戦で開催しました。
　当日は、フライングディスク協会より３名の
主審の協力を得て総勢 64 名参加し、日頃の練習
成果が発揮された方、また発揮できなかった方が
おられ和気あいあい楽しい１日を過ごしました。

団体の部 ペアの部 個人の部

フライングディスク競技会

※順位は、フライングディスク競技規則に基づき決定しています。

令和5年度　第25回フライングディスク競技会開催令和5年度　第25回フライングディスク競技会開催

順位 チーム名 点数
優勝 氷見市A・富山市 48
2位 南砺市A 41
3位 富山市A 34
4位 高岡市福岡 31
5位 小矢部市 31
6位 砺波市 29
7位 富山市B・婦中地区 27
8位 南砺市B 22
9位 氷見市B 18
10位 大沢野・立山町 14

順位 チーム名 点数
優勝 山田睦海・堺井重雄 19
2位 沖田喜次郎・久保武雄 19
3位 大屋昭一・浮橋真里子 18
4位 嶋田幸恵・高田洋信 13
5位 吉田秋夫・中澤喜義 13
6位 新谷邦夫・宮本敏保 13
7位 吉田隆信・中西善吾 13
8位 舟守一枝・大野順子 12
9位 仲井　肇・荒井克吉 12
10位 布尾英二・久才　賢 11

順位 氏　名 点数
優勝 富山市　宮本敏保 9
2位 南砺市B　鎌仲清信 9
3位 砺波市　中西善吾 8
4位 南砺市A　堺井重雄 8
5位 高岡市福岡　舟守一枝 8
6位 富山市　原　修二 8
7位 富山市　南山由美子 8
8位 小矢部市　山田　賢 8
9位 氷見市A　久保武雄 8
10位 小矢部市　﨑井昌俊 8

MVP 氷見市A　　久保武雄 18
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有料道路における障害者割引制度の見直しについて有料道路における障害者割引制度の見直しについて

　令和５年３月27日より、有料道路における障害者割引は、通勤、通学、通院等の日常生活において、
有料道路を利用される障害者の方の社会経済活動への参加を支援するため、全国の有料道路事業
者において統一的に実施されています。
　現在は、これまで事前登録されている方は、自家用車及びレンタカー、車検時の代車は、通行
料金の 50％の割引が適用されていましたが、今回、重度障害者第１種の方で事前に登録されてい
ない自動車（障害者本人以外の方が運転される）【親族や知人等の所有する自動車、レンタカー、
車検時の代車、及びタクシー、福祉有償運送車両を利用される方は、事前に障害者手帳をもって
市役所（行政センター含む）で申請することにより、重度の障害者本人「要介護者」が乗車され
る場合のみ）】の自動車の登録の有無にかかわらず、本割引制度が利用できます。
　※ 重度の障害者の方がタクシー等を利用する場合は、タクシー等の予約時又は乗車前に有料道
路の障害者割引を利用する旨をお申し出いただき、タクシー事業者等に対応可能か必ず確認
を行ってください。

（注） 重度の障害の範囲は、身体障害者又は療育手帳に記載されている「旅客鉄道株式会社旅客運
賃減額」の第１種の方

　※自動車を保有していない重度障害者も本割引を利用することができます。
　※自動車の事前登録の有無にかかわらず、事前に本割引の申請手続きは必要です。
【事前登録されていない自動車の利用方法】
〇 割引登録申請のうえで、ＥＴＣ車、非ＥＴＣ車のいずれも、料金所の一般レーン又は混在レー
ン（ＥＴＣ車でＥＴＣ専用料金所を利用する場合はサポートレーン）で手帳を提示して走行
〇料金所では、料金所係員に手帳の必要事項が記載された箇所を提示して走行
〇 料金所係員が自ら運転（又は要介護者の場合は同乗）していることや、割引対象となる自動車
であることなどを確認のうえ本割引を適用
　※事前登録されている自動車は、現行の利用方法で引き続き利用できます。

【目　　的】
県内在住の身体障害者を対象に、毎年残存機
能の活用と今後の生活意欲の向上及び協調性
を養い、明るい生活形態を図ることを目的に
実施します。
【開 催 日】
令和5年8月30日（水）～31日（木）　一泊二日
【場　　所】
福井県立恐竜博物館、越前松島水族館、東尋
坊、蓮如上人記念館他
【募集人員】
身体障害者会員30名
（宿泊の都合上、定員になり次第締切ります。）
【参 加 費】
1人15,000円（1泊2食、2日目昼食含む）
（洋室希望の方は＋1,000円の追加料金発生）
【申 込 み】
各市町村協会を通じて申込のこと。
【締 切 り】
7月下旬（遅れる場合は、協会に確認ください。）

【旅程（概要）】
初日：A．県福祉バス
　富山駅北口⇒上市アルプスの湯⇒
　　7：40　　　　　8：45
　⇒大沢野旧立山観光前⇒富山IC⇒砺波IC⇒
　　　　9：25
　⇒道の駅となみ⇒小矢部市総合保険センター（乗込）
　　　10：10　　　　　10：30
B．観光バス
　射水市役所⇒氷見市役所⇒高岡駅南口⇒
　　8：00　　　 8：50　　　　9：30
　⇒福岡Uホール⇒小矢部総合保険センター（県バス乗換）⇒
　　10：00　　　　　10：30
A．県福祉バス　小矢部発⇒福井恐竜博物館⇒
　　　　　　　　10：30　　13：20～14：50
　⇒羽二重餅の古里⇒あわらグランドホテル宿泊
　　　15：15　　　　　　　16：30
2日目：ホテル発⇒越前松島水族館⇒東尋坊⇒
　　　　9：00　　　9：15～11：00　 11：10
　⇒蓮如上人記念館⇒
　　　13：10
　⇒小矢部総合保険センターへ15：15

令和５年度　県協会山岳歩行訓練会のお知らせ
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広告ありがとうございました。


